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A letter from Richard Northcott, CEO

ご挨拶

私ども株式会社エヌフォーは、日本国内のコンピュータ、PDAの市場にいて、言語関連とイメージングで画期的

な製品を発表し皆様の支持を得てまいりました。

 情報市場が更なる転換期を迎える中、当社はテクノロジーと諸言語との様々な組み合わせによる新たなソリュー

ションを提案することによって、ヒューマンリレーションをお手伝いするインフラをご提供致します。そして、これま

で蓄積してまいりました諸言語及びプラットフォームに関する知的財産を基に、新たな言語コミュニケーションを皆

様にご提供していくNo.1企業となることを目標に、更なる発展をしてまいります。



平面から気持ちを．．．

私ども株式会社エヌフォーは、人々とコンピュータが共存する社会が理想的だと考えております。情報化社会に

おきましては、コンピュータは不可欠なものとして日常生活のあらゆる側面で利用されています。このツールとし

てのコンピュータを"より簡単に"、"より便利に"、"より身近に"していくためには、言語や文化の壁を取り払う

ことが重要です。私どもはこの問題解決のお手伝いをしたいと考えております。

 コンピュータ間において情報をやり取りする際、まだ大半がテキストでの使用となります。

 例えば書類のやり取りにおいて、使用されたテキストの視認性の悪さや文章内容にそぐわない書体であっては、

伝えたい情報も伝わりません。コンピュータという無機質なツールを使用していても、気持ちが伝われば、コン

ピュータ間におけるコミュニケーションもより大きな意味を持つことになると考えております。

 当社は、すでにこの問題にも着手しており、様々なソフトウェアやサービスを開発しご提供致しております。今

後、これらによるビジネスの更なる展開を図っていくと共に、他社に先行し追随を許さない研究開発を行い、新

たな事業の核を創り出してまいります。

 ・フォントとI/Oテクノロジの統合

 ・多種多様な諸言語に対応した文字インプットメソッド



会社概要会社概要会社概要会社概要会社概要

株式会社エヌフォ－
〒151-0051
東京都渋谷区千駄ヶ谷２－８－１３　ノ－ザンポイント千駄ヶ谷
TEL　 03-5411-7738

FAX　 03-5474-8934

URL　 http://www/enfour.co.jp/

会社設立 １９９４年（平成６年）７月
資本金 2500万円
取引銀行　　 ＵＦＪ銀行
代表取締役　　 リチャ－ド・ジェ－ムス・ノ－スコット

社社社社社主主主主主ななななな取取取取取引引引引引先先先先先：：：：：
株式会社ドコモ
株式会社J-Phone
株式会社ノキアジャパン
株式会社ゼンテック
株式会社ソニー
株式会社ソニースタイル
株式会社サンマイクロシステムズ
株式会社MCT
Toppan Printing Co., Ltd.
TypeBank Co., Ltd.
CellSys Inc.
Psion PLC./ Psion Teklogix
SavaJe Technologies
Apple Computer, Inc.
Symbian Inc.
CJK Dictionary Institue



よりグローバル化する情報化社会へ言語と共に飛躍します

 私ども株式会社エヌフォーは、世界的に見て、情報化がこれから急速に進展していく可能性が大きい「非欧米市

場」に着目しております。しかしながら、アジア言語は複雑であり、コンピュータで処理する為には様々な問題を

クリアしなければなりません。私どもはすでにこれらのソリューションに着手しており、特に日本語、中国語、韓国

語のテキストの扱いについて卓越した能力を有しております。また、今後の展開が期待されるアラビア語やインド諸

言語についてもサポートを追加しております。

 ・日本語、中国語、韓国語、アラビア語、インド言語を含む56種類の言語のフォントとインプットメソッド

 ・携帯電話、PDA、情報家電用OSの統合とローカライゼーション
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今後の計画

戦略
・ライセンシングやサービスを主体にして収益を得る、知的財産を中心としたスケーラブルなビジネスモデルへ移行する

・テクノロジーの範囲を拡大するために、専門技術を持ったパートナーとの関係を広げる

・従来より長くなる販売サイクルに向け、体制を整える（ライセンシングビジネスでは利益が出るまでにより長いリードタイム）

実行プラン
・PC以外のプラットフォームにおける、フォントとI/Oテクノロジー統合の研究開発を中心に行う（例：携帯電話とゲーム機）

・複数言語が扱える優位性を強化するために、アラビア語、インド言語、タイ語などの言語/スクリプト技術を向上させる

・ライセンシングビジネス、およびパートナー開発とサポートに重点を置く

・新しい収益形態に合わせ、組織を改編する

開発／強化していく主要製品
・ターゲットとする機器とプラットフォーム

新しいOSのサポート：Elate, iTron、PocketPC、VxWorks、Embedded Linux

新しいプラットフォーム：intent, Java MIDP、BREW、OMAP、PrimeXsys
"SavaJe XE" Java OSのローカライズと日本市場での販売

・文字インプットメソッド

数多くの言語についてAPIとユーザ・インターフェイスを統一し、情報機器の開発を容易にする

UniFEP（日本語/中国語/韓国語）

GlobalEase Mobile（小フットプリント機器のアラビア語、インド言語、およびタイ語を含む66種類の言語用 I/O技術)

ライセンシング用のプラットフォーム移植可能なモジュール

・出力関連

複数言語のテキストを表示するための、統一API装備の小フットプリント・レンダリングエンジン

小フットプリント機器用フォント（携帯電話、PDA、情報家電など）

ゲーム用の特殊なスタイルフォントセット

・Webサービス

辞書およびレファレンス用のUniDictエンジン

ライセンシング用GlobalVuモジュール（サーバベースで多言語文字列をイメージに変換するコンバータ）

・フォントの暗号化およびオンラインでのライセンス管理

主要マーケット
・インプットメソッド

パッケージソフトウェア（オンラインによる配布に移行）

PDA、携帯電話、情報家電およびゲーム機のベンダーへのライセンシング

・出力関連

フォントの暗号化およびオンラインでのライセンス管理

フォントおよびフォント管理ツールのパッケージソフトウェア

PDA、携帯電話、情報家電およびゲーム機のベンダーへのライセンシング

ウェブベースの情報提供会社および多国籍企業へのGlobalVuのライセンシング

・辞書とレファレンス

サービスビジネスモデルとしてeラーニングや情報提供会社への UniDict語彙検索エンジンのライセンシング

携帯電話の国際ローミング向けのコンテンツ提供

i-Modeおよびその他の有料モバイルネットワーク向けサービス


